
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年 ８月号 

野のはな空のとり保育園 

   看護師：坂元昌代 

【夏のスキンケア】 

  子どもの皮膚は大人と比べると薄く、バリア機能が弱いため、夏の 

スキンケアは、「清潔」「保湿」「紫外線対策」の３つが基本となります。 

 

◎清潔を保つケア 

 ・こまめな汗拭き：汗を放置するとあせもの原因になります。濡れた柔らかいタ

オルやガーゼで「ポンポン」と優しく押さえて汗を吸い取り

ます。 

  ※濡れタオルは汗の成分をきれいに吸着し、肌への刺激を減らせるため有効 

   です。赤ちゃん用の「手口ふき」「お尻ふき」を代用すると便利です。 

 ・シャワーで洗い流す：汗をたくさんかいた時は、 

             シャワーで汗や汚れを流し 

            ます。石けんは 1日１回、 

            夜だけで大丈夫です。 

◎保湿ケア 

 ・夏でも保湿：子どもの皮膚は薄く乾燥しやすいので、汗などの刺激から守るた

めにも保湿が大切です。 

 ・夏の保湿剤：シャワー・お風呂上がり、５分以内に全身に塗りましょう。夏は

ローション（液体）やローションタイプ（乳液）が使いやすいで

す。 

◎紫外線対策 

 ・長時間の外遊びを避け、日陰を選んで遊びましょう。 

 ・帽子をかぶり、服は肌の露出が少なくUVカット効果のあるものがよいでしょう。 

 ・低刺激な日焼け止めを使い、汗をかいたら塗り直しましょう。 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

  ８月の０歳児健診は、19日（水）です。 

 

【夏の感染症②】 

 ◎ヘルパンギーナ 

  （症状）・高い熱が数日続く 

      ・のどの奥に赤い発疹や水ぶくれができる 

  （家庭でのケア） 

    ・水分補給：口の中の痛みで水分が摂れない時は、ゼリーや経口

補水液などを少量ずつこまめに飲ませましょう 

    ・刺激物は避ける：酸味のあるものや塩からいものは控える 

  （登園再開の目安） 

    平熱に戻り口の中の水ぶくれ・潰瘍が治まり、普段の食事が摂れ

る。保育園でいつも通り過ごせる。ヘルパンギーナは医師の診断

が必要な感染症です。 

 

 ◎咽頭結膜熱（プール熱） 

  （症状）・38～40℃の高熱が数日続くことがある 

      ・のどが痛む 

      ・白目が充血し、まぶたが腫れる 

       涙や目やにがでる 

  （家庭でのケア） 

    ・水分補給 

    ・刺激物を避ける 

  （登園再開の目安） 

    熱が平熱に戻り、目の症状が治まった後 2日が経過している。 

    登園には、医師が記載した「登園許可意見書」が必要になります。 

 

 

 

 

 


